



































































































なった。 （略）その時、啓造はその子が何かの急病で死んでくれればよい 思った。誰 も知られずに殺すことができるものなら、殺し さえ思った。（犯人の佐石とおれと、どれだけのちがいがあるのか） （略）（医学博士 辻口啓造も、殺人犯人の佐石土雄も、結局は同じなのだ）
「医学博士の辻口啓造も、殺人犯人の佐石土雄も、結局は同じなのだ」という一文を読むとき、読者は自らにも何かしらの罪が潜在しているこ に気づかされるはずだ。陽子の原罪だけを描く ではなく、夏枝、啓造のようにごく一般的で共感のしやすい〈罪〉が散りばめられることによって、 〈原罪〉への理解がしやすくなっているのだと言える。ここからは、ルリ子を殺した男・佐石について論じる。佐石は、





























先に引用した『新カトリック大事典』の説明からは、 〈自罪〉と〈原罪〉が微妙に異なるものであることが分かる。 〈自罪〉は自らの意志によって犯す罪であり、 〈原罪〉はアダムとイブの罪によって引き継がれる無意識の罪である。すなわち、①や③ ように、人間の嫉妬心、征服心などによって引き起こされる罪 〈自罪〉であり、②のように血 引き継がれる罪が、 〈原 〉なのである。
つまり、 『氷点』において真の意味での〈原罪〉にぶつかるのは











間には、 「学校の教師、医者、銀行員、商店主、新聞記者など雑多な職業の男たち」が集まる。そこでの議題は、美術 音楽、文学、哲学 ど、多岐にわたった。
本文には、 「夏枝 、辰子の茶の間の、こ 雰囲気を嫌っていた。
しかし陽子は、何となく活き活きした感じが好きだった」とある。ここに、戦前の女・夏枝と、戦後の女・陽子の差がある。社会に出ることなく 「女」として生きることを強いられた夏枝にとって、大衆性に溢れる連中は受け入れが かった だろう。一方、陽子幼少期から辰子の家に来ることで、社会の縮図を学ぶことができた辰子の茶の間は、陽子が「女 いう型にはまらず、自由に生きるための学び場であり 辰 自身も陽子に って大 な心の拠り所であっ と言える。
また、啓造が一人葛藤したり、心細さを感じたりすると それを










見つめる場面だ。この場面は陽子の凍った心が、太陽、すなわちキリストの血によって溶かされたものと考えられる。しかし この場面が意味するものはそれだけではない。結論か 先にいえば、陽子の〈洗礼〉の儀式を表している か。『新カトリック大事典』において、洗礼は、次のように説明され
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「読まれた本」とのあいだには大きな距離がある。言うまでもなく、借りて読んだ本が こにはカウントされていないからである。そして、 「読まれた本」＝「買って読んだ本」と「借りて読んだ本」の合計、を示す資料が、ひょ とすると、この世には存在し いかもしれないのである。　
ここで浮上してくるのが、その代用品と の 『読書世論
調査』中の、 「この一年間で読んだ書籍のうちでよいと思ったものは」のアンケート結果である。これには 購入するこ なく読んだものも含まれているの 、相応の価値が
藤井が述べるように、 『出版年鑑』 （出版ニュース社）にまとめら
れた「全国ベスト・セラーズ」は、新刊書のみを対象としているため、刊行から時がたった書籍はランクインしない。また、高度経済成長期は貸本屋で本を借りる場合も多く、 「売れた本」だけを調査しても意味がない。特に『氷点』は、初出が新聞小説と言う特性上、「売れた本」のランキングだけではその人気ぶりを確かめることはできない。よって 『読書世論調査』 （毎日新聞社）の「この一年間で読んだ書籍のうちでよいと思ったものは」という質問ならば、買った・借りた・新聞 読んだ、に拘わらず、純粋な『氷点』の人気を確かめることができるというわけだ。
早速『読書世論調査』を用いて、 『氷点』ブームの背景を探って






に大差をつけ、 『氷点』が一位となっている。では、三位以下の書籍をざっと見てみる。すると、戦争文学、歴史・伝記、純文学がほとんどであることが分かり、当時読まれていた本は大抵が〈硬いもの〉であったことが窺える。一方、一般の主婦が書 た『氷点』には、親しみやすさ、面白さがある。そ ため、 〈硬い文学〉や〈難解な文学〉には踏み切れない読者層を一気に獲得できたことが予想される。
さらにこの表を細かく見て行くと、女性だけの結果では『氷点』












1 氷点 62 14 48
2 徳川家康 37 26 11
3 人間革命 31 13 18
4 戦争と平和 29 11 18
5 風と共に去りぬ 20 6 14
6 大地 18 10 8
〃 嵐が丘 18 7 11
8 天皇ヒロヒト 16 14 2
9 こころ 15 7 8
10 友情 14 9 5
〃 ジェーン・エア 14 ― 14
12 海軍主計大尉小泉信吉 13 9 4
〃 赤と黒 13 7 6
〃 誰がために鐘はなる 13 4 9
15 車輪の下 11 2 9
〃 女の一生（モーパッサン） 11 ― 11
17 日本の歴史（中央公論社） 10 8 2
〃 坊っちゃん 10 7 3
〃 宮本武蔵 10 6 4
〃 罪と罰 10 4 6
21 白い巨塔 9 2 7
22 ジャン・クリストフ 8 3 5
〃 女の一生（山本有三） 8 ― 8
24 路傍の石 7 3 4
〃 アンナ・カレーニナ 7 1 6
26 山本五十六 6 6 ―
〃 三国志 6 6 ―
〃 沈黙 6 3 3
〃 次郎物語 6 3 3
〃 愛と死をみつめて 6 1 5
〃 若きウェルテルの悩み 6 1 5
〃 対話　人間の建設 6 2 4
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〈付記〉 『氷点』 『続氷点』よりの引用は、 『三浦綾子全集』第一巻（主婦の友社、
一九九一・七） 、第四巻（一九九一・一二）による。
